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Sun Java™ Enterprise System
今、すべてをシンプルに変える 

Sunが提供するSun Java Enterprise Systemは、全く新しい考え方をもったIT基盤ソフトウェアです。この製

品の登場で、ソフトウェアの取得、導入、そして実装を、Simple（先を見越せるシンプルな手法）で、

Predictable（ソフトウェア・システムに関するあらゆる事を予測できるよう）に、そしてAffordable（充分なROIと

TCOを実現）にすることが可能になります。Java Webサービスと様々なアプリケーション・サービスと統合した

Sun Java Enterprise Systemは、コストの削減と煩雑さの解消によって計り知れない利益を企業・組織にもた

らします。そして企業は、ソフトウェアのライセンスや運用にかかっていた莫大なコストを削減でき、IT基盤ソフト

ウェアの選択から購入、そして運用にいたるまでが、驚くほどシンプルに行えるようになります。現在、あらゆる

企業が求めている、ネットワーク・サービスの統合が、Sun Java Enterprise Systemによって実現可能です。業

界のオープン・スタンダードと共に設計／構築されているので、エンドユーザのお客様にとって、最良の選択肢

だと言えます。Sun Java Enterprise Systemを購入いただくことで、お客様はシンプルにソフトウェア・システム

の単一の年間契約費用をお支払いいただくだけで、サポート、メンテナンス、コンサルティング、そしてトレーニ

ングまでのサービスを受けることが可能です。このシステムとサービスの登場で、無数のソフトウェア・システム

の統合に煩わされていた時間を、ビジネスに集中することがきるようになります。Sun Java Enterprise System

を利用したITコストの削減と煩雑さの排除が、お客様のビジネスにより優れた統制と機敏さをもたらします。 

Sunが提供するSun Java Enterprise Systemは、コストをはじめ、今までのIT基盤システムが抱えていた様々な煩雑さに各種のソリューションを提供します 
Simple：シンプルな考え方で、ソフトウェア・システム取得時の要件定義／実装／運用／保守に必要とされた複雑なステップとそれにまつわる様々な煩雑さを大幅に

削減します 
Predictable：ソフトウェア・システムに関するあらゆることを予測でき、ソフトウェアのバージョンアップなどに伴うライセンス、プランニング、そして実装時に必要となる

統制（コントロール）を容易なものにします 
Affordable：お客様の採算性を重視することで、ソフトウェアと必要なサービスの取得と運用の全てのフェーズで、コストの削減を可能にします 

Sun Java Enterprise Systemは、ITと企業が不変的な価値を生みだすために設計／構築／検証されており、以下のような機能を提供します 
● 企業のネットワーク・サービスの統合 
● オープン・スタンダードな、一貫性をもったアーキテクチャ 
● ユーザの経験の活用 
● サポートとコンサルティングの統合 

HIGHLIGHTS

■ライセンス／サービス 

Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS19-00S-99H9 

従業員1名あたりの年間利用料  Level 1（100から999人） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS29-00S-99H9 

従業員1名あたりの年間利用料 

Level 2（1,000から4,999人） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

10トレーニング・クレジット 

5日間カスタム・インストレーション・サービス 

Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS39-00S-99H9

従業員1名あたりの年間利用料 

Level 3（5,000から19,999人） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

20トレーニング・クレジット 

5日間カスタム・インストレーション・サービス 

カスタム・コンサルティング・サービス 

Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS49-00S-99H9

従業員1名あたりの年間利用料 

Level 4（20,000人以上） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

50トレーニング・クレジット 

5日間カスタム・インストレーション・サービス 

カスタム・コンサルティング・サービス 

製品名 
Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS19-00P-99H9 

従業員1名あたりの年間利用料  Level 1（100から999人） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS29-00P-99H9 

従業員1名あたりの年間利用料 

Level 2（1,000から4,999人） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

10トレーニング・クレジット 

5日間カスタム・インストレーション・サービス 

Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS39-00P-99H9 

従業員1名あたりの年間利用料 

Level 3（5,000から19,999人） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

20トレーニング・クレジット 

5日間カスタム・インストレーション・サービス 

カスタム・コンサルティング・サービス 

Sun Java Enterprise Systemライセンス／サービス JVS49-00P-99H9 

従業員1名あたりの年間利用料 

Level 4（20,000人以上） 

サン・ソフトウェア・スタンダード・サポート 

2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

50トレーニング・クレジット 

5日間カスタム・インストレーション・サービス 

カスタム・コンサルティング・サービス 

製品名 型番 

■メディアおよびドキュメント 

Sun Java Enterprise Systemメディア・キットCD-ROM JVSZ9-000C99MS

（Solaris SPARCプラットフォーム版、Solaris x86プラットフォーム版） 

マルチリンガル版 

Sun Java Enterprise Systemメディア・キットDVD-ROM  JVSZ9-000C997S 

（Solaris SPARCプラットフォーム版、Solaris x86プラットフォーム版）マルチリンガル版 

Sun Java Enterprise System日本語インストールガイド JVSZ9-000-99DC 

製品名 

型番 

型番 

Sun Java System
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● 事前システム・アセスメントについて 
・Sunのソフトウェア製品を最適な状態でお使いいただくため、事前にシステム・アセスメントを行う必要があります。 

● 製品・サービス契約について 
・本ソフトウェアの使用許諾契約は、サン・マイクロシステムズを許諾者として利用者との間で締結を行います。 
・サービス契約に関しましては、お客様に最適なシステム環境を提供するため、原則、Sunと販売パートナーが、顧客、システムインテグレーション・パートナーと協議の上、最適なサポート体制を提案します。 

● 価格設定について 
・従業員1名あたりの年間利用料を設定。なお、経済状況等の変動により、価格改定が行われる場合がございます。但し、原則として3ヶ月に1度の頻度を超えないものとします。 
※注記：値上げの場合、1ヶ月間の予告期間を設定しますが、予告期間中に経済状況の変動があった場合、値上げ予告を撤回することがあります。また、値下げの場合は、予告なく実施することがあります。本製品の性格に鑑み、あらかじめご了承お願いいたします。 

・利用範囲は、使用許諾契約に基づく従業員向けサービス、および、自社の顧客に対するサービスに対しても利用可能です。従いまして、サービスの拡大に伴って利用料金が増加することなく、ビジネス
の成長をサポートすることができるメカニズムです。 
・ご契約頂く従業員数は、顧客の事業規模にあわせて年単位で変更が可能です。 
・年契約の更新時の、従業員1名に対する設定額の値上げ幅は、最大5%（米ドル価格ベース）に設定されているため、一年更新であることのリスクは制限されております。 
・高可用性と24時間のサポート体制を必要とするクリティカルな環境に対応するためのプレミアム・サポートをご用意しております。 

Directory Server

Identity Server

Directory Proxy Server

Meta-Directory Server

Application Server Platform

Application Server Standard

Message Queue,Enterprise Edition

Web Server

Application Server Enterprise

Active Server Pages

Integration Server

Web Proxy Server

Messaging Server

Calendar Server

Instant Messaging

Portal Server

Portal Server,Secure Remote Access

Portal Server,Mobile Access

Sun Cluster

■注意事項 

●リリース 多くの企業IT基盤に求められているソフトウェア群を統合したソフトウェア・システムは、それぞれのソフトウェア・コンポーネント間の整合性と最適化が図られ、順次予定されたスケジュール
に則り提供されます。 

●プライシング Sun Java Enterprise Systemはシンプルで、計画の立てやすい、従業員1名あたりの年間価格を設定しております。お客様はシンプルにソフトウェア・システムの単一の年間契約費用を
お支払いいただくだけで、すべてのソフトウェアの使用と、サポート、メンテナンス、コンサルティング、そしてトレーニングまでのサービスを受けることが可能です。（サービスの詳細は、ご契約
内容により異なります。） 

●ライセンス 利用範囲は、使用許諾契約に基づく従業員向けサービス、および、自社の顧客に対するサービスに対しても利用可能です。従いまして、顧客へのサービスの拡大に伴って、サービスを利用
する顧客数が増加した場合でも、ライセンスの利用料金が増加することなく、ビジネスの成長をサポートすることができるメカニズムです。 

■特長 

●コンポーネント 
　以下のコンポーネントは、Sun Java Enterprise System発表時点のものです。追加コンポーネントは順次発表されます。 

●オペレーティングシステムとプラットフォーム 

•Directory Server 5.2

•Identity Server 6.1

•Directory Proxy Server 5.2

•Application Server 7 update 1,Platform and Standard Editions

•Message Queue 3.0.1 Service Pack 2,Platform and Enterprise 

Editions

•Web Server 6.1

•Portal Server 6.2

•Solaris 9 OS 
•Solaris 8 OS on SPARC•Portal Server,Secure Remote Access 6.2

•Messaging Server 6.0

•Calendar Server 6.0

•Instant Messaging 6.1

•Sun Cluster 3.1 *

•Sun Cluster Agents：Web、Application、
Directory、Messaging、Calendar Servers、
Message Queue

■システム要件 

■Sun Java Enterprise Systemに含まれる製品とロードマップ 

エンタープライズ・ネットワーク・サービス 
ネットワークアイデンティティ・サービス 
 
 
 
Web & アプリケーション・サービス 
 
 
 
 
 
 
 
コミュニケーション & コレボレーション・サービス 
 
 
ポータル・サービス 
 
 
高可用性サービス 

Solaris OS on SPARC 

Solaris OS on x86 

Trusted Solaris OS 

Linux

●オペレーティングシステム・サポート 

エンタープライズ・ネットワーク・サービス 

＊：SPARC版のみ 
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注：Sun Java Enterprise Systemのロードマップは変更される場合がございます。 
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Sun Java Enterprise Systemは、以下のものを提供します。 

・オープン・システムに統合された、使用許諾契約 

・サポート・サービス 

・メンテナンス・サービス 

・コンサルティング・サービス 

・トレーニング・サービス 

Sun Java Enterprise Systemの統合されたエンタープライズ・インフラストラクチャは、以下のものを提供します。 

・一般的に、オープン・ネットワーク・サービスには現在統合されていないサービス 

・一般的な技術コンポーネントと技術標準 

・インストレーション、ドキュメンテーション、マネージメントなどの一般的なユーザ環境 

 

世界規模のビジネス・アプリケーションとソリューションのために、統合されたエンタープライズ・ソフトウェア・システムが提供する 

ネットワーク・サービスは、以下のサービスです。 

・ネットワークアイデンティティ・サービス 

・Web & アプリケーション・サービス 

・ポータル・サービス 

・コミュニケーション & コラボレーション・サービス 

・高可用性サービス 

・セキュリティ・サービス 

Sun Java Enterprise Systemには90日間の、ソフトウェア無償評価期間を設けています。 

Sun Java Enterprise Systemはシンプルで、計画の立てやすい、そして価値ある価格設定になっています。従業員1名あたりの年間価格を設定し、社内／社外を問わず

アプリケーションをご利用いただけます。お客様の使用状況の変化による価格設定の変更もありません。 

Sun Java Enterprise Systemを導入いただくメリット。 

・年契約の更新時、従業員1名に対する設定額の値上げ幅は最大5％（米ドル価格ベース）に設定されているため、お客様のビジネスの成長に伴いライセンス料金が著し

く増加するような心配は不要です。 

・ご契約いただく従業員数は、お客様の事業規模にあわせて年単位で変更が可能です。 

■ライセンス条項概要 

主な特長 内容 
含まれるもの 
 
 
 
 
 
機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無償評価期間 
価格設定 
 
IT予算の明瞭化 
 
 
 

Sunがご提供するテクニカル・サポートは、包括的かつ効果的にご購入いただいたSunのソフトウェア製品を最適の状態に保ちます。経験豊かなサポート・エンジニアが、

迅速に技術的な問題箇所を発見し解決いたします。 

ソフトウェアのアップデートとアップグレードは、順次予定されたスケジュールに則り提供されます。これにより、お客様はご契約いただいている間、いつでもソフトウェアを最

新の状態に保つためのアップデートとアップグレードをご入手いただけます。 

Sun Servicesでは、お客様にご購入いただいたSunのソフトウェアのスムーズな運用と、最適化を支援するための、包括的なトレーニング・キット／サービスをご用意いたし

ております。Sunのソフトウェアの導入／運用／管理に関するスキルと資格を、従業員の方々が取得するための支援をいたします。 

Sun Servicesでは、お客様の実際のビジネス要件に沿い、その課題に対しての正しいソリューションを導きだすことを支援する2日間のアーキテクチャ・ワークショップをご

用意しております。 

Sun Java Enterprise Systemの迅速な導入と運用に際して、Sun Servicesをご利用いただけます。Sunの卓越した技術が、システムの信頼性と可用性、そして運用性

のもととなる、高い質を一貫して保ったインストレーション・サービスをご提供いたします。 

Sun Servicesのコンサルタントが、ご購入いただいたソフトウェアの投資効果を最大限に引き出すための支援を行います。レベル3～4のお客様は、お客様固有のビジネ

ス要件に沿った答えを導き出すために、100～2,400時間のカスタム・コンサルティングをご利用いただけます。 

レベル1 

従業員100人～999人 

ベーシック・サービス： 

・ソフトウェア・アップデート・リリース 

・ソフトウェア・テクニカル・サポート 

 

レベル3 

従業員5,000人～19,999人 

ベーシック・サービスに加えて： 

・20トレーニング・クレジット 

・2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

・5日間カスタム・インストレーション・サービス 

・100～400時間のカスタム・コンサルティング・サービス*1

レベル2 

従業員1,000人～4,999人 

ベーシック・サービスに加えて： 

・10トレーニング・クレジット 

・2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

・5日間カスタム・インストレーション・サービス 

レベル4 

従業員20,000人以上 

ベーシック・サービスに加えて： 

・50トレーニング・クレジット 

・2日間アーキテクチャ・ワークショップ 

・5日間カスタム・インストレーション・サービス 

・400～2,400時間のカスタム・コンサルティング・サービス 

主な特長 内容 
サービス・レベル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テクニカル・サポート*2 
 
ソフトウェア・アップデート・リリース 
 
Sun Servicesトレーニング・クレジット 
 
2日間アーキテクチャ・ワークショップ 
 
5日間カスタム・インストレーション・サービス 
 
カスタム・コンサルティング・サービス 

＊1：カスタム・コンサルティング・サービスの時間単位は、従業員100名につき2時間です（レベル3より）。サービスの内容については、別途お問い合わせください。 

＊2：Sunのソフトウェア製品を最適な状態でお使いいただくため、事前のシステム・アセスメントを行う場合があります。 

Sun Java System
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イントラネットとエクストラネットのアクセス制御が可能にする、オープン・スタンダード・ベースのアクセス・マネージャ 

Sun Java System Access Manager

Sun Java System Access Managerは、組織内でユーザや、ネットワーク・アプリケーションへのアクセス、そして提供するWebサービスなどに対するセキュリティ管理

を、イントラネット／エクストラネットを問わず可能にする製品です。 

Sun Java System Access Managerは、セキュアな状態でビジネスの情報提供を可能にし、Webシングル・サインオンによりユーザビリティを高め、また、ビジネス・パー

トナーや顧客との緊密な連携により新しいビジネス・チャンスを創造する連携認証フレームワークの提供など、拡張性の高いアクセス管理サービスを実現することで、

企業に求められる、さらなる経済力、組織力、そして核となる競争力を支援していきます。 

Sun Java System Access Managerは、ロールやルールに基づいたアクセス・コントロール機構を採用し、ネットワークのユーザに対するアクセス・ポリシーの集中化を

容易にします。また、Sun Java System Directory Serverに蓄積されるポリシー情報と認証情報は、持続的な可用性とパフォーマンスにより、大規模な実装トポロジー

をサポートすることが可能です。Sun Java Enterprise Systemのコア・コンポーネントとして、Sun Java System Access Managerは、インテグレーションに必要な時間

とコストを削減しながら企業における認証管理基盤の提供、そして、シームレスかつセキュアなアクセス環境を実現します。 

jp.sun.com/software/identity/access_mgr/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

様々なシステム間でのユーザ情報のプロビジョニングと同期化機能（メタ・ディレクトリ）を統合し、 
高いセキュリティを実現するID管理ソリューション 

Sun Java System Identity Manager

機密性のあるデータの保護／ビジネス・プロセスの効率化／アイデンティティ管理の統制とコストの維持 今日の企業はこれら全ての課題に対し、同時に対処していく

必要に迫られています。脅威に晒される情報セキュリティ／増え続けていく業務手順の変更／新しく施行される法規制に対する準拠の必要性など、これらの課題が

企業環境に重荷を背負わせています。Sunは業界で唯一、全てのユーザ情報のプロビジョニングとメタ・ディレクトリ・ソリューションを実現するSun Java System 

Identity Managerを送り出し、卓越したROIと企業のセキュリティを向上させる包括的ソリューションを提供します。 

jp.sun.com/software/identity/identity_mgr/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

セキュアで高可用かつ拡張性を備え、優れた管理性を提供するディレクトリ・サービス 

Sun Java System Directory Server Enterprise Edition

Sun Java System Directory Server Enterprise Editionをバックボーンとして利用した企業全体のID管理インフラストラクチャは、 大規模なエクストラネット・アプリ

ケーションにだけでなく、今日のミッションクリティカルな企業アプリケーションにも一貫性／確実性／信頼性を備えたID情報へのアクセスを提供し、業務のコストと効

率性を著しく向上します。このソリューションは、認証プロファイル／アクセス権限／アプリケーションとネットワーク・リソースの情報を格納・管理する一元化されたリポ

ジトリにより、ID管理のために必要となる堅牢な基盤を提供します。複数のプラットフォーム環境へシームレスに統合でき、Microsoft Windows Active Directoryとの

間で、セキュアでオンデマンドなパスワードの同期化が可能です。 

jp.sun.com/software/identity/directory_srvr_ee/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 
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オープンなテクノロジーにより高い可用性と柔軟性、高度なセキュリティを提供し、ミッションクリティカルな要求に応えるディレクトリ・サービスを実現。 

Sun Java System Directory Proxy Server 5.2

エンタープライズ・システムにおけるリソース・プランニングやバリュー・チェーン・マネージメント、セキュリティとファイアウォール、さらにはリソース配分など、今やディレ

クトリ配下で稼動しているアプリケーションは、数多くの重要な処理を担っています。そして、それぞれのディレクトリ・サービスはユーザ・プロファイル、セキュリティ情

報、組織の運用ポリシーなどの情報をユーザやアプリケーション、Webサービスに提供する役割を担っています。  

Sun Java™ System Directory Proxy Server 5.2は頑強なLDAP（Lightweight Directory Access Protocol）プロキシとして機能し、フェイルオーバーや負荷分

散、そしてミッションクリティカルなディレクトリの実装に必要なLDAPセキュリティを提供します。Sun Java System Directory Proxy ServerソフトウェアはSun Java 

Systemアーキテクチャの1コンポーネントとして、ファイアウォールと同様のセキュリティをディレクトリ資産に提供し、ディレクトリ・サーバへの大規模攻撃や、認証され

ていない、もしくは権限を持たないユーザの不正なアクセスから守ります。  

 

jp.sun.com/javasystem/directoryproxy/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

SunとMicrosoftのディレクトリ・サービス環境間で認証属性のシンクロナイズを実現 

Sun Java System Identity Synchronization for Windows 1.0

企業におけるアプリケーションとネットワーク・オペレーティング環境では、共通性のない、異なった情報セキュリティ・モデルを採用している場合が数多く存在し、その冗

長した管理運用業務が生産性の向上を阻んでいます。簡素化された認証プロセスは、企業における環境に大きなゆとりをもたらします。企業内で複数のアプリケーショ

ンを利用するユーザは、各々のアプリケーションが各々異なる認証機構を持っている事実に直面しています。たとえば、Microsoft Windowsアプリケーションであれば

Microsoft Windowsのネイティブ認証機構によりコントロールされ、また、企業のWebベースのアプリケーションへのアクセスはSun Java System Directory Server

向けのLDAP（Lightweight Directory Access Protocol）であったりします。 

企業ユーザはログイン・ポリシーに則る必要があり、最低でも定期的なパスワードの変更などを強いられます。アプリケーションはそれぞれ異なる承認機関で統制をとら

れているため、ユーザは異なる認証環境毎に異なるパスワードの入力が必要になります。理想を言えば、企業ユーザは1つのパスワードのみを持ち、ユーザがパスワード

変更などを行った場合は、全てのアプリケーション間で更新がおこなわれるよう、ユーザに対する配慮されるべきなのです。  

 

jp.sun.com/javasystem/identitysynch/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

業界最先端を行く、エクストラネット対応型のセキュアなポータル／アイデンティティ管理ソリューション 

Sun Java System Portal Server
Sun Java System Portal Server, Secure Remote Access

Sun Java System Portal Server, Secure Remote Accessによって、企業やサービス・プロバイダーは、生産性が高くコスト効率に優れたポータルを実現することができ、イ

ントラネット／エクストラネットを問わずポータルにアクセスできます。Sun Java System Portal Server, Secure Remote Accessを使用すると、コンテンツ集約／プレゼン

テーション／セキュリティ／パーソナライズ／統合／コミュニティ／ポリシー／アクセス管理といった、強力なポータル構築に必要な主要サービスを提供します。 

Sun Java System Portal Server, Secure Remote Accessは、オープン・スタンダードに準拠したリモート・アクセス・ソリューションを実現することにより、パーソナライ

ズされたポータル機能を強化します。この製品を使用すれば、企業のファイアウォールの背後にあるリソースに、いつでも、どこからでも、またどのJavaテクノロジー対応

のブラウザからでもセキュアにアクセスできます。企業やサービス・プロバイダーは、コストをかけずに迅速にリモート・アクセス・ソリューションを実装し管理できることで、

ユーザの生産性を高めると同時に、クライアント・サイドのリモート・アクセス・ソフトウェアに対する維持管理を解消することができます。  

 

jp.sun.com/javasystem/portalserver/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

Sun Java System
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あらゆる組織のコミュニケーション・ニーズを満たすように設計された、堅牢で柔軟性のあるメッセージング・プラットフォーム 

Sun Java System Messaging Server

今日の企業は、コミュニケーション&コラボレーション・サービスを拡大してユーザの支持を広げると同時に、サービスにかかるコストを抑えることで、従業員の生産性／

顧客満足度／パートナーとの関係を良くしていくことが求められています。同じように、サービス・プロバイダーも、サービスの拡張や差別化によって企業を含む新規顧

客を引きつけようとする一方で、TCOにも注意を払っています。 

Sun Java Systemのコミュニケーション製品群は、多様な顧客にコミュニケーション&コラボレーション・サービスを安全に提供します。しかも他のソリューションを用いた

場合に比べてコストは半分以下です。Sun Java Systemコミュニケーション製品群は、実証済みの技術、拡張性のあるアーキテクチャ／オープン・スタンダード／複数

クライアントのサポートにより、エンドユーザの混乱や再訓練のコストを最小限に抑えながらサーバを統合することが可能です。  

 

jp.sun.com/javasystem/messagingserver/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

セキュアな、リアルタイム・メッセージング&コラボレーションを実現 

Sun Java System Instant Messaging

今日エンドユーザが求めているのは、セキュアな状態で人／サービス／情報に常につながることです。企業のIT部門やサービス・プロバイダーには、これに応えるだけ

のセキュリティとパフォーマンスが必要です。そして経営側は、それに対するコスト効率を求めます。この全てを満たすのが、拡張性と信頼性を兼ね備えたJavaテクノ

ロジー・ベースのクライアントと、セキュアでリアルタイムなコミュニケーション、そしてプレゼンス（存在）管理を行うサーバで構成されるSun Java System Instant 

Messagingです。 

Sun Java System Instant Messagingソフトウェアは、プレゼンス管理、そしてインスタント・メッセージング／会議／アラーム／ニュース提供／投票／ファイル転送

など拡張されたリアルタイム・メッセージング機能をセキュアな状態で提供します。このソフトウェアは、業界最先端のSun Java System Messaging ServerとSun 

Java System Calendar Serverを含むSun Java Enterprise System製品の主要コンポーネントです。Sun Java Enterprise Systemのコミュニケーション製品群

は、セキュアで堅牢かつ多機能なコミュニケーション&コラボレーション環境を実現し、現在22億以上のお客様にご利用いただいています。 

jp.sun.com/javasystem/instantmessaging/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

スケジュール管理やリソース管理のための強健なソリューション 

Sun Java System Calendar Server

目まぐるしく変化していく今日の社会では、スケジュールや組織リソースを管理し、有効利用するための強力なツールが必要です。Sun Java System Calendar Server

は、カレンダ機能／グループ・スケジューリング／イベント情報の共有／業務管理／Eメールによる伝達／Eメールやインスタント・メッセンジャーによるリマインダ／多く

のカレンダ・クライアントのサポートなど、個人やグループでのコラボレーション活動を支援するためのツールを提供します。ユーザは各々が持つカレンダへWebベース

のインタフェースや、専用のSun Java System Connectorを利用したMicrosoft Outlookからのアクセスなど、複数のクライアントからシームレスにアクセスが可能で

す。もちろん、専用のSun Java System Connectorを利用することで、Microsoft Outlookのルック・アンド・フィールを踏襲したオープンソースのEvolutionからのアク

セスも可能です。柔軟に実装可能なアーキテクチャ、他のSun Java Enterprise System製品との親和性、そして複数のクライアントのサポートなど、Sun Java System 

Calendar Serverはサービス・プロバイダーや企業が求めている機能を余すことなく提供します。エンドユーザが望んでいる使いやすさと質の高いサービスを提供し、同

時にIT管理者や開発者が高く評価するオープンで拡張性を備えたプラットフォームをTCOの軽減と共に実現するのがSun Java System Calendar Serverです。 

jp.sun.com/javasystem/calendarserver/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 
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J2EE™ 1.3対応の、優れた運用管理性を実現するアプリケーション・サーバ 

Sun Java System Application Server

Sun Java Systemの主要コンポーネントとしてSun Java System Application Serverは、エンタープライズ・クラスのアプリケーション・サービス／Webサービス基盤

を提供します。HTTPサーバ基盤／JMS（Java Message Service）ソフトウェア、そしてJ2EE（Java 2 Platform, Enterprise Edition）1.3／J2SE™（Java 2 Platform, 

Standard Edition）1.4への規格に厳密に準拠し、業界で最も実績のある高性能／標準仕様に準拠したコンポーネント群をベースとした、斬新で独創的なモジュー

ル・アーキテクチャを採用しています。 

Sun Java System Application Serverは3つのエディションが存在し、それぞれが特定の用途とサービス・レベルを実現するための機能を提供します。 

●メモリやディスク容量の消費が少ないJ2EEプラットフォームは、幅広い用途のアプリケーション／サードパーティ・システム／アプリケーション組み込みに最適で、Sun 

Java System Application Server Platform EditionはJ2EEを幅広い市場へ定着させます。開発と配備に際してのライセンス費用は一切発生せず、さらに有償で

サポートを受けることも可能です。 

●Sun Java System Application Server Standard Editionには、運用管理機能が追加されリモートからのシステム管理／監視や、全社規模での実装に最適な低

コストJ2EEプラットフォームによる大規模なドメイン管理を可能にします。 

●Sun Java System Application Server Enterprise Editionには、J2EEアプリケーションのクラスタリングと高可用性を実現する最新のテクノロジーが追加されて

います。特許であるAlways-Onテクノロジーが、企業やサービス・プロバイダーのミッションクリティカルなアプリケーションに対し、極めて優れた高いレベルのQoSと

負荷分散機能を提供します。 

jp.sun.com/javasystem/applicationserver/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

セキュアだからこそ、開かれた窓になる 

Sun Java System Web Server 6.1

Webサーバは世界に開かれた窓です。どんな時でも、世界中のどこからでも、「接続」「コミュニケーション」「コラボレーション」が可能になることを意味します。 

Sun Java System Web Server 6.1は世界中の大規模なWebサイトの多くを支えています。安全でかつ高性能で、拡張性と柔軟性に富んだWebサーバは、静的／動

的なコンテンツを問わず、マーケット・デマンドに迅速に対応して公開することを可能にします。実証されたセキュリティや、拡張性をもったHTTP 1.1のコネクションkeep-

alive、バーチャル・ドメインのサポート、インテグレートされたWebコンテナなどSun Java System Web Serverが提供する主な機能が、エンドユーザの快適な環境を保

ちつつWeb資産と顧客の保護を可能にします。業界標準のソリューションが、Webサービスなどの新しいサービスの提供を可能にし、ROIを向上させ、コストをかけずに

絶大な顧客満足度の向上をもたらします。 

製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

jp.sun.com/software/javasystem/webserver/

Sun Java System
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卓越した拡張性、信頼性、高度なセキュリティ機能を持つエンタープライズ向けJava Message Syetem対応製品 

Sun Java System Message Queue Enterprise Edition

グローバル企業は、自社の情報システムからより多くのビジネス的な価値を引き出そうと日々奮闘しています。その結果、成功につながるEビジネス・ソリューションには、

アプリケーションの統合がミッションクリティカルな要件になります。コア・ビジネス・プロセスには、既存アプリケーション、ERPアプリケーション、さらに新規開発アプリ

ケーションと組織の内外で相互運用できるだけの柔軟性が必要です。 

Sun Java System Message Queue Enterprise Editionは、このような統合要件に応えるために設計されました。この製品は優れたビジネス統合メッセージング・

サーバであり、企業での大規模実装で必要となる卓越した拡張性と信頼性、さらに高度なセキュリティ機能を備えています。Sun Java System Message Queue 

Enterprise Editionは、ビジネス・ソフトウェアを連携させて効率的なエンタープライズ・システムを構築することで、IT資産に多大な利益をもたらします。  

 
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

jp.sun.com/javasystem/messagequeue/

ネットワークの高速化と強力なセキュリティサービスを提供するプロキシーサーバ製品 

Sun Java System Web Proxy Server

Sun Java System Web Proxy ServerはWebコンテンツのキャッシュおよびフィルタリングを行ない ネットワークを高速化させるソフトウェアです。キャッシュ機能により

パフォーマンスの ボトルネックを解消しWebアクセスの待ち時間を減少させ、企業のネットワークの 帯域幅を有効に活用できます。また企業内ネットワークからインター

ネットに 安全にアクセスするためのセキュリティを提供するとともに、 集中管理機能によりネットワークの複雑性や費用を削減します。  

 
•認証のための、LDAPベースのユーザ、グループならびにパスワード管理をサポート  
•複数のProxy Serverを一括して管理、設定が可能  
•Netscape CommunicatorのAPC機能によって、エンドユーザに対して透過的にプロキ
シ設定を実行  

•Webブラウザで管理が可能  

•SSLを使用した暗号通信によって、リモート管理を安全に実行可能  
•SNMPバージョン1と2のサポートにより、標準に準拠したリモート監視と管理が可能  
•容易なシステム構成変更  
•ロールバック機能により、構成変更を行なった後に、以前の安定構成に戻すことが容易  
 

jp.sun.com/software/sunone/application/proxy36.html
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

Sun Java™ System Active Server Pages 4.0 for Sun Server
Sun Java System Active Server Pages 4.0は、Active Server Pages（ASPまたはasp）Webアプリケーションを運用するためのサーバサイド・スクリプティング環境を

実現するソフトウェアです。このSun Java System Active Server Pages 4.0によって、従来 Microsoft IIS上でのみ動作していたASPのダイナミックWebアプリケー

ションをSolaris OSにおいて、Sun Java SystemまたはApacheのWebサーバで開発ならびに運用可能です。 

この製品には、以下が含まれています。 

●Chili! Mail:SMTP e-mailサーバによってメールを送る SMTPコンポーネント 

●Chili! POP:POP3 e-mailサーバからメールを処理、検索するPOP3メール・コンポーネント 

●Chili! Upload:クライアント／ブラウザからサーバへファイルをアップロードするコンポーネント 

jp.sun.com/software/interoperability/chili/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 

■注意事項 

● このメディアキット発注は、Webサーバとして使用するサーバ製品と同時発注の場合に限らせて頂きます。 
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Sun™ ONE Studio 4/Sun Java  Studio Standard 5 update 1
Javaテクノロジーを開発したSunのJava統合開発環境 

Sun ONE Studio 4 Enterprise Editionは、スケーラブルで信頼性の高いエン

タープライズ・クラスのアプリケーションやWebサービスを開発するための環境で、

J2EE 1.3に準拠しています。また、NetBeans™の同一バージョンをSun ONE 

Studio 4ファミリでベースとするとともに、Enterprise EditionはCommunity 

Editionの全機能を内包しています。したがって、これにMobile Editionを統合

すれば、シームレスなエンド・ツー・エンドのJava開発環境を構築することができ

ます。 

Sun ONE Studio 4 Community Editionは、データベースを利用するJSPや

サーブレット、スタンドアロンのアプリケーションやアプレット、GUIフォームをは

じめ、Webアプリケーションなどの開発を効果的にサポートします。コーディン

グ、編集、コンパイル、デバッグ、およびソースコード管理用の各種ツールを含

むフル機能の動的なWebコンテンツ開発環境です。 

Solaris OS on SPARC

Microsoft Windows

Linux

Solaris OS on SPARC

Microsoft Windows

Linux

Solaris OS on SPARC

Microsoft Windows

Linux

Solaris OS on SPARC

Microsoft Windows

Linux

システム要件 

Sun ONE Studio 4 update 1 Community Edition

Sun ONE Studio 4 update 1 Enterprise Edition

Sun ONE Studio 4 update 1 Mobile Edition

Sun Java Studio Standard 5 update 1

メモリ（最小） 

256MB

256MB

256MB

512MB

512MB

512MB

128MB

128MB

128MB

512MB

512MB

512MB

インストールに必要なHDDの空き容量 

125MB

125MB

125MB

350MB

180MB

180MB

100MB

100MB

100MB

870MB

720MB

720MB

Sun ONE Studio 4 update 1 Community Edition Sun ONE Studio 4 update 1 Enterprise Edition

Apacheの統合XMLスクリプト構築ツールで、Javadoc™ファイルの構築、コンパイル、実行、移動、Java Archive（.JAR）ファイルなどを作成します。 

必要に応じて各自でIDEモジュールを開発し、カスタム機能を追加できます。 

最新のアップデートやパッチ、新規モジュール、サードパーティ・モジュールなどの有無をWebでチェックし、あれば自動的にダウンロードとインストールを行

います。 

標準Beanプロパティ（取得メソッドと設定メソッドを含む）とイベント・ソースを生成／編集します。カスタムBeanパターンの作成／生成／識別も可能です。 

チーム環境でアクセスの日付、属性、ファイル状態などの改訂履歴を保存します。 

ローカル、サーバ、およびパスワード・サーバ上のCVS（Concurrent Versioning System）リポジトリとの接続をはじめ、CVSのコマンドとコマンド・オプ

ションすべてをサポートします。 

ステップスルー、ステップイン、ステップオーバー、コード内のカーソル位置への移動が行えるほか、稼動中のプロセスにデバッガを接続することができます。 

任意のWebブラウザで、Webアプリケーションのテストとデバッグが行えます。 

事前設定の実行サービスを定義し、全オブジェクトを他のディレクトリにコピーします。 

ネイティブとFTP両方のファイルシステム・コピーモードをサポートします。 

Tomcat Webサーバ統合モジュールにより、アプレットとJSPの実行、RMIとJini™アプリケーションのテスト、WebブラウザでのJavadocの表示などが行え

ます。 

IDE内で.GIFファイルや.JPEGファイルを表示できます。ズームイン、ズームアウト、グリッドの表示／非表示切り替えなども可能です。 

JARファイルを対話形式で作成し、その内容を更新します。フィルタリング、マニフェスト記述、出力先、プロパティ作成などをサポートします。 

エディタ・モジュールの統合により、内部コンパイル、外部コンパイル、FastJava Cコンパイルなど、コンテキスト対応のアクションやプロパティその他の機

能をサポートします。 

Javadocドキュメント・セットを検索し、結果をIDE内に表示します。アプリケーション・ソースコードを基にJavadocを生成し、コード内のコメントもチェックし

ます。 

J2MEワイヤレス・モジュールは、J2ME MIDPプログラムに必要なコードの大半を生成し、MIDPプロファイルを使ったプログラミングによるMIDlet開発を

支援します。 

IDEで基本的な作業を行う方法についてオンラインで解説します。 

ワークスペースやファイルシステムなどの概念についてのチュートリアルも含まれています。 

プロジェクトに関連の深いファイルのビューをエクスプローラで表示し、表示されたファイルのコンパイルと実行を一括して行うことができます。 

国際化対応のフォーム・エディタとテキスト・エディタにより、同時に複数の言語バージョンのリソース・バンドルをビジュアルに編集できます。 

カスタマイズ可能な省略名、ワード・マッチング機能、カスタマイズ可能な動的コード補完、ブックマーク、コーディング形式支援など、充実機能のソース・エ

ディタです。 

コンパイルしたJavaクラスに対し、ソースがない場合でも演算とカスタマイズを行います。シリアライズJavaBeansコンポーネントもサポートします。 

ソース・エディタと統合され、テキストデータ・オブジェクトの作成、更新、削除を行うほか、オブジェクトをテキスト処理できるよう変換することができます。 

（サポートする拡張子：.txt、.doc、.me、.policy、.properties、.mf、.MF、.dtdなど） 

さまざまなバージョン管理システムをAPIで統合するための抽象構造とライブラリを提供します。コマンド・プロパティ、コマンド実行、コマンド・プールなどを

制御します。 

コマンド行インタフェース（CVS、RCS、SCCSなど）を持つバージョン管理システムを統合します。PVCS、Visual Source Safe、CVSの事前定義構成を装

備します。 

JSP 1.2仕様とServlet 2.3仕様に基づくWebアプリケーションを開発し、JSPの編集、コンパイル、テストを行うことができます。構文の強調表示やコード

補完機能といったテキスト・エディタ機能も利用可能です。 

AWTおよびSwingアプレットの作成、コンパイル、デバッグ、実行を行うほか、HTMLページも生成します。 

各エディションの機能比較 

ANT 
ツールの拡張 
自動更新 
 
Beanパターン 
CVS組み込みクライアント 
CVSコマンド行クライアント・サポート 
 
デバッガ 
Webブラウザ 
ファイル・コピー 

HTTPサーバ 
 
イメージ・ビューア 
JAR（Java Archive）パッケージャ 
Javaソース・ファイル 

Javadoc 

J2MEワイヤレス・モジュール 
 
オンライン・ヘルプ 
 
プロジェクト 
リソース・バンドル 
ソース・エディタ 
 
ソースレスJavaクラス 
テキスト・エディタ 
 
VCSコア 
 
VCS 汎用コマンド行サポート 
 
拡張JSP／サーブレット・サポート 
 
アプレット 
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Sun ONE Studio 4

サポート・プラットフォーム 

アプリケーション開発
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Sun ONE Studio 4 update 1, Enterprise Editionで提供されていた機能

に追加して、以下の機能が拡張されました。 

●Sun Java System Application Server 7 Update 1への最適化 

●パフォーマンスの向上 

●Solaris 9 x86プラットフォーム版のサポート 

●JUNIT, ClearCaseとの連携 

本製品の基盤となっているNetBeans*より、個々の開発者用の無償のツー

ルが提供されます。また、Mobile Editionに相当する機能は、本製品内に1モ

ジュールとして提供されます。Community Editionは本リリースより提供され

ません。*NetBeansのURLはhttp://www.netbeans.org/

Sun ONE Studio 4 Mobile Editionは、Javaに対応したモバイル機器のた

めのアプリケーションの開発環境です。MIDP/CLDCの開発機能を備えており、

J2MEを利用したアプリケーションを迅速に開発できます。スタンドアロンの

J2ME MIDletでも、ネットワーク上のサービスに接続するMIDletクライアント

をターゲットにすることができます。 

Sun ONE Studio 4/Sun Java Studio Standard 5 update 1は、Sun Java Systemプラットフォーム上でJava Webサービスを構築するために最適なJavaテク
ノロジー・ベースの統合開発環境です。スケーラブルで信頼性の高い、エンタープライズ・クラスのアプリケーションやJava Webサービスの開発を可能とし、J2EE 
1.3に準拠しています。 

Sun ONE Studio 4 update 1 Mobile Edition Sun Java Studio Standard 5 update 1

  ★　 Update Centerで入手できます。　 

★★  SolarisでSun ONE Studio 7, Compiler Collectionを併用する場合に限ります。 

CORBAアプリケーションの開発、テスト、デバッグを行います。IDEとの統合により、IDLの編集と構文解析、IDLのコンパイル、生成、更新、同期を行います。 

データソースとの接続、格納されているデータベース・オブジェクトの検索、表示、変更を行います。アダプタ、JDBC™（Java DataBase Connectivity）ド

ライバ、テンプレートを装備します。 

データベース・スキーマに表を選択的に取り込み、プロジェクト・ツリー内にデータベース・スキーマの内部モデルを生成します。表、ビュー、列、索引、キーを

探索します。 

WYSIWYGエディタでGUIをビジュアルにデザインできます。 

HTMLファイルの編集には統合エディタが利用できます。（サポートする拡張子：.html、.htm、.shtml） 

Javaアプリケーション・ソースファイル、フォーム・オブジェクト、JSPの国際化を支援するウィザード形式の機能です。ウィザードにより、ハードコード化された

文字列を国際化できます。 

アプリケーション・サーバ統合モジュールの抽象層を提供します。各アプリケーション・サーバ用の統合モジュールが作成できます。 

CORBA CosNaming、RMIレジストリ、LDAPといったネーミング・サービスやディレクトリ・サービスに対する一貫したアクセスを確保するための標準ネーミ

ング・ツールです。 

デバッガをJPDA機能で補足し、リモート・サーバ上で稼動するプロセスへの接続を行います。式をウォッチ・ポイント値として定義する機能などもサポート。 

JDBCを介してデータベース・リソースに接続するアプリケーションの開発、テスト、デバッグを行います。JDBCフォーム・ウィザードを使用してフォームを構築

します。 

バンドルのPointBase Serverデータベースに格納されているデータベース・オブジェクトの接続、ブラウズ、表示、変更が行えます。 

テンプレート、既存の非リモート・クラス、ウィザードを使用し、適切なリモート機能を備えたインタフェースと実装を作成します。 

XMLドキュメントの作成と編集を行えます。文書型定義（Document Type Definition:DTD）ファイル、XMLドキュメントのフォーマットを定義するカス

ケーディング・スタイルシート（Cascading Style Sheets: CSS）、Javaプログラム用のSAXやDOMパーサーの作成と編集が可能です。 

EJBモジュールのシングル・アイコン、EJBの.jarファイルとEARファイルの自動生成をはじめ、J2EEアプリケーションの作成、開発、配備を行い、J2EE標準

EARファイルをエクスポートします。 

セッションBean、BMPエンティティBean、CMPエンティティBean、Message Driven BeanなどのEJBコンポーネントを作成、開発、テストすることができます。 

EJBモジュールを作成、開発し、EJB .jarファイルをエクスポートします。 

Javaアプリケーション向けのJ2EEリッチ・クライアントを開発します。 

既存J2EE EARファイルの統合開発環境へのインポートを可能にします。 

業務用アプリケーション・サーバへの配備に先立ち、J2EEアプリケーションの開発、テスト、デバッグを行います。 

Mobile Editionでは、ワイヤレス・デバイス用のLutrisオープンソースKSOAPランタイムにより、SOAPサービスに対応したワイヤレス・クライアントを開

発できます。 

C、C++、Fortranで書かれたSolarisオペレーティング・システム向けアプリケーションの開発、テスト、デバッグ、コンパイルが行えます。 

Solaris Native Languageライブラリ用のJNIラッパを自動生成してJavaオブジェクトとして開示し、新規JavaアプリケーションやWebサービスに統合

します。 

J2EE 1.3 EARファイルをBEA WebLogic 6.1 Application Serverに配備することができます。サーバの起動、停止などの管理機能も統合されています。 

WSDLファイルを自動生成し、JAX-Rを使ってサービスをUDDIに登録するなど、既存のEJBコンポーネント、Webアプリケーション、JavaクラスからSOAPを

使ったWebサービスを構築します。 

CORBA 
データベース・エクスプローラ 
 
データベース・スキーマ 
 
フォームエディタ 
HTMLサポート 
国際化サポート 

J2EEサーバ・レジストリ 
JNDI 

JPDA

JDBC 

PointBase Server 
RMI 
XML 
 
アプリケーション・アセンブラ 

EJB 2.0ワークショップ 
EJBモジュール・アセンブリ 
J2EEアプリケーション・クライアント 
J2EE EARファイルのインポート 
J2EEリファレンス・インプリメンテーション 
KSOAPプラグイン 

Solaris Native Languageサポート 
ネイティブ・コネクタ・ツール 

WebLogic Serverプラグイン 
Webサービス・デザイナ 
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Sun ONE Studio 4

jp.sun.com/software/tools/
製品の詳細については下記URLをご参照ください。 


